
（別紙様式１） 

平成２５年度「岐阜県ふるさと教育週間」実施報告書  

学 校 名       美濃加茂市立山手小学校 

実 施 期 間  平成２５年１０月１９日（土）～１２月２日（月） 

 
実 施 概 要 

    

① 家族参観日・親子活動   ② 通学班あいさつ運動   ③ ＰＴＡ資源回収   
④ 校区の保育園（古井第２保育園）との交流会  ⑤ 加茂高校吹奏楽部との交流 

実 施 内 容 
 

学習・取組の分野 
 ✓自然   □歴史   ✓文化   □産業   ✓その他  

公開の方法 
 ✓授業公開 □成果発表 ✓交流活動 □講演会 
 
 ✓地域行事等参加 □その他 

来 校 者 数 
保 護 者 ５００人  

     計  ５６０人  
地域関係者 ６０人  

実 施 状 況 
 

①  家族参観日・親子活動 

土曜日に授業参観を行い、保護者以外に祖父母などの家族にも授業を公開した。その午後に

ＰＴＡの学年委員会の企画・運営による親子での活動を行なった。内容は工作や実験、体験活

動、運動等多岐にわたる。兄弟姉妹がいる家庭では、両親や祖父母も活動に参加した。講師は

地域の方や福祉施設への通所者の方に依頼して実施したものがある。 

②通学班あいさつ運動 

登校時のあいさつを児童同士や保護者の方、地域の方へ積極的に行うことに取り組んでいる。

その児童のあいさつの姿や登校時の様子についてＰＴＡ役員や地域の方が評価をする期間を

設けた。それを元に全体の場で良い姿の班を認め、その良き姿を広めていく活動をした。 

③ＰＴＡ資源回収 

第２回資源回収を行なった。各地区では、保護者と一緒に活動する中で地域の方にも作業を手

伝っていただいたり、声をかけていただいたりした。感謝の気持ちがもてる一日になるようにＰＴＡ

地区委員会を中心に取り組んだ。 

④校区の保育園との交流会 

「保育園との交流会」を行なった。その中の「あきのおくりものまつり」では、児童が生活科の学習

の時間に学校内にある林の中や地域の森林などからどんぐりや落ち葉を集めて作成したおもち

ゃを使い、園児との交流を行った。その活動を保護者の方に公開し、校内にある自然にふれあう

子どもたちの姿や学校や地域の良さについて知ってもらう機会とした。 

⑤加茂高校吹奏楽部との交流  

   公演を体育館で実施した。演奏曲の鑑賞や演奏への参加をし、地元高校生との交流をおこな

った。音楽の良さを感じることや地元の高校生の活動を知る機会とした。また、保護者にも公開

した。 

成果及び課題 
 

【成果】 

・親子や家族で一緒の活動は、家庭ではできない体験や交流を深めることにつながる。 

・土曜日の授業公開は、平日には参観しにくい家族が学校の様子や児童の姿を知る機会になる。 

・地域の方や保護者から評価を受けることで、自分たちの良さに改めて気がつくことができた。 

・資源回収等での親子で活動を通し、勤労の大切さや気持ちよさを味わわせることができた。 

・様々な方との交流を通して、新たな発見や社会性を身につけさせることが出来た。 

【課題】 

・児童に「ふるさと（伝統文化）」を実感させるような取組を仕組むことが必要である。 

・教育活動の地域の方への公開を積極的に行う。 

・地域行事への積極的な参加を勧めると共に、地域の方との交流を意図的に行い、今まで以上に地

域の方との交流を深める。 

  


